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1. 2027年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2026年4月1日～2026年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年3月期中間期 6,015 3.6 665 47.0 696 38.4 583 25.6

2026年3月期中間期 5,804 29.2 452 ― 503 ― 465 ―

（注）包括利益 2027年3月期中間期　　841百万円 （51.4％） 2026年3月期中間期　　555百万円 （―％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2027年3月期中間期 71.31 ―

2026年3月期中間期 57.27 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2027年3月期中間期 16,252 12,139 74.7

2026年3月期 15,303 11,301 73.9

（参考）自己資本 2027年3月期中間期 12,139百万円 2026年3月期 11,301百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年3月期 ― 5.00 ― 7.50 12.50

2027年3月期 ― 7.50

2027年3月期（予想） ― 7.50 15.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2027年 3月期の連結業績予想（2026年 4月 1日～2027年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,500 13.7 1,100 48.8 1,250 51.5 950 21.6 115.23

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年3月期中間期 8,625,000 株 2026年3月期 8,625,000 株

② 期末自己株式数 2027年3月期中間期 380,900 株 2026年3月期 450,860 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年3月期中間期 8,189,796 株 2026年3月期中間期 8,120,272 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな

る条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善等を背景として、緩やかな回復基調で推移

しております。一方、物価上昇の継続や人手不足、金融資本市場の変動、海外経済の動向など、景気の先行きには

不透明な要因が残っております。

　このような環境の下で当社グループは、既存顧客との取引拡大や新規案件の獲得、採算性の確保に向けた取組み

を継続してまいりました。医薬中間体及び原薬の需要増加に加え、半導体関連製品等の新規開発品の量産立ち上げ

や海外向け販売が業績に寄与し、売上高及び各利益ともに前年同期を上回りました。

　この結果、当中間連結会計期間における当社グループの売上高は6,015百万円（前年同期比＋210百万円、3.6％

増）、営業利益は665百万円（前年同期比＋212百万円、47.0％増）、経常利益は696百万円（前年同期比＋193百万

円、38.4％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は583百万円（前年同期比＋118百万円、25.6％増）となりまし

た。

　セグメントの経営成績は次のとおりであります。

①ファインケミカル事業

　ファインケミカル事業につきましては、医薬分野では医薬中間体及び原薬の需要が増加しました。電子材料分野

では、一般化成品の需要が堅調に推移したほか、半導体関連製品等の新規開発品の量産立ち上げが進みました。ま

た、海外向け一般化成品のスポット案件についても、第１四半期に続き第２四半期に販売がありました。これらの

要因により、売上高及び利益ともに前年同期を上回りました。

　その結果、売上高は2,940百万円（前年同期比＋83百万円、2.9％増）、セグメント利益は775百万円（同＋73百

万円、10.5％増）となりました。

②難燃剤事業

　難燃剤事業につきましては、一部製品では最終製品の在庫調整の影響により需要が低迷したものの、足元の販売

は堅調に推移しております。また、電子材料部材や家電製品等に使用されるプラスチック用難燃剤では、一定の需

要が継続いたしました。こうした需要動向に加え、事業環境に応じた販売単価の見直しや海外向け販売の増加が寄

与し、売上高及び利益ともに前年同期を上回りました。

　その結果、売上高は2,357百万円（前年同期比＋124百万円、5.6％増）、セグメント利益は430百万円（同＋191

百万円、79.8％増）となりました。

③ヘルスサポート事業

　ヘルスサポート事業につきましては、主力である人工透析用薬剤の原料の需要が安定的に推移いたしました。ま

た、一部製品について、事業環境に応じた販売単価の見直しを継続したことにより採算性が改善いたしました。

　その結果、売上高は717百万円（前年同期比＋2百万円、0.4％増）、セグメント利益は82百万円（同＋20百万

円、34.0％増）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて949百万円増加し、16,252百万円となり

ました。これは主に、投資有価証券の時価評価額及び売上債権が増加したことによるものであります。

（負債）

当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて112百万円増加し、4,113百万円となり

ました。これは主に、原材料仕入等に伴う買掛金が増加したことによるものであります。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて838百万円増加し、12,139百万円と

なりました。これは主に、利益剰余金が増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、当中間期までの業績動向及び足元の事業環境を踏まえ、売上高予想を上方修正す

るとともに、利益面についても合理的な算定が可能となったことから、各利益の予想を新たに公表いたします。詳

細は、本日公表の「2027年３月期　通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,008 4,193

受取手形及び売掛金 1,804 2,080

電子記録債権 464 448

商品及び製品 2,112 1,934

仕掛品 442 685

原材料及び貯蔵品 776 766

その他 114 123

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 9,721 10,228

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 663 1,687

機械装置及び運搬具（純額） 675 716

土地 690 690

建設仮勘定 1,166 83

その他（純額） 170 269

有形固定資産合計 3,366 3,446

無形固定資産 116 98

投資その他の資産

投資有価証券 1,809 2,189

繰延税金資産 221 214

その他 68 74

投資その他の資産合計 2,099 2,478

固定資産合計 5,582 6,024

資産合計 15,303 16,252

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,450 1,583

電子記録債務 83 52

１年内返済予定の長期借入金 100 100

未払法人税等 200 125

賞与引当金 230 232

その他 826 847

流動負債合計 2,891 2,941

固定負債

長期借入金 716 666

退職給付に係る負債 124 124

繰延税金負債 255 368

その他 13 12

固定負債合計 1,110 1,171

負債合計 4,001 4,113

純資産の部

株主資本

資本金 300 300

資本剰余金 3,438 3,444

利益剰余金 7,213 7,736

自己株式 △327 △276

株主資本合計 10,624 11,204

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 646 900

繰延ヘッジ損益 △0 1

為替換算調整勘定 30 33

その他の包括利益累計額合計 676 934

非支配株主持分 0 0

純資産合計 11,301 12,139

負債純資産合計 15,303 16,252
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

売上高 5,804 6,015

売上原価 4,469 4,271

売上総利益 1,334 1,743

販売費及び一般管理費 881 1,078

営業利益 452 665

営業外収益

受取利息及び配当金 35 42

その他 20 6

営業外収益合計 56 48

営業外費用

支払利息 0 5

為替差損 4 11

その他 0 0

営業外費用合計 5 17

経常利益 503 696

特別利益

関係会社株式売却益 74 －

固定資産売却益 10 －

特別利益合計 85 －

特別損失

固定資産除却損 1 0

特別損失合計 1 0

税金等調整前中間純利益 588 696

法人税、住民税及び事業税 95 110

法人税等調整額 28 2

法人税等合計 123 112

中間純利益 465 584

非支配株主に帰属する中間純利益 － 0

親会社株主に帰属する中間純利益 465 583

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

中間純利益 465 584

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 89 253

繰延ヘッジ損益 △0 1

為替換算調整勘定 1 2

その他の包括利益合計 90 257

中間包括利益 555 841

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 555 841

非支配株主に係る中間包括利益 － 0

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 588 696

減価償却費 171 217

賞与引当金の増減額（△は減少） △15 2

受取利息及び受取配当金 △35 △42

支払利息 0 5

関係会社株式売却損益（△は益） △74 －

有形固定資産除売却損益（△は益） △9 0

売上債権の増減額（△は増加） △309 △259

棚卸資産の増減額（△は増加） 225 △53

仕入債務の増減額（△は減少） 472 116

その他 0 24

小計 1,013 707

利息及び配当金の受取額 35 42

利息の支払額 △0 △5

法人税等の支払額 △56 △181

営業活動によるキャッシュ・フロー 991 563

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △835 △251

有形固定資産の売却による収入 12 －

投資有価証券の取得による支出 － △9

関係会社株式の売却による収入 142 －

その他 1 △5

投資活動によるキャッシュ・フロー △678 △266

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 500 －

自己株式の取得による支出 － △0

長期借入金の返済による支出 △4 △50

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △4 △3

配当金の支払額 △40 △61

財務活動によるキャッシュ・フロー 450 △115

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 766 185

現金及び現金同等物の期首残高 2,767 4,008

現金及び現金同等物の中間期末残高 3,533 4,193

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

報告セグメント

ファインケ
ミカル事業

難燃剤事業
ヘルスサポ
ート事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 2,857 2,232 714 5,804

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － － －

計 2,857 2,232 714 5,804

セグメント利益 701 239 61 1,002

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計

全社費用（注）

1,002

△549

中間連結損益計算書の営業利益 452

（単位：百万円）

報告セグメント

ファインケ
ミカル事業

難燃剤事業
ヘルスサポ
ート事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 2,940 2,357 717 6,015

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － － －

計 2,940 2,357 717 6,015

セグメント利益 775 430 82 1,287

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計

全社費用（注）

1,287

△622

中間連結損益計算書の営業利益 665

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2025年４月１日　至2025年９月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容
（差異調整に関する事項）

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2026年４月１日　至2026年９月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容
（差異調整に関する事項）

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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当中間期は、ファインケミカル事業では、医薬中間体及び原薬の需要増加や半導体関連製品
等の新規開発品の量産立ち上げが業績に寄与しました。難燃剤事業では、主力製品で一定の需
要が継続したほか、事業環境に応じた販売単価の見直しと海外販売の増加もあり、両事業とも
増収増益となりました。
これらの業績動向を踏まえ、通期業績予想を見直し、各利益の予想を新たに公表いたしまし

た。売上高及び利益については、いずれもこれまでの最高実績を上回る見込みです。今後も事
業環境の変化に適切に対応するとともに、ファインケミカル事業を中心に新規案件の開拓や新
規開発品の事業化を着実に進めてまいります。

2027年3月期第2四半期（中間期）の業績状況（連結）

（百万円）（百万円）

2027年3月期第2四半期（中間期）決算短信添付資料

1

474 

35 ▲ 195

503 

696 

383
61 ▲ 137

465
583

▲ 1,000

1,000

3,000

5,000

7,000

▲ 200

100

400

700

23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

第2四半期（中間期）の業績推移（連結）

経常利益 当期純利益 売上高



事業投資の進捗状況

マナック株式会社（MCPsの100％連結子会社）投資
分野 ファインケミカル事業

微量金属分析装置（上）を
設置した新事務所棟（下） 

当社事業子会社のマナック株式会社で
は、金属不純物管理技術の向上およびヨ
ウ素化合物を中心とした半導体関連製品
の受託開発拡大を目的とし、福山工場（
広島県福山市）にて微量金属分析装置を
設置しました。当該装置の運用を通じ、
次世代半導体向け製品を中心とした新製
品開発を加速させてまいります。

現在、稼働開始に向けて操作の習熟を
進めており、2027年3月期中に各設備の運
用を順次開始する予定です。

2027年3月期第2四半期（中間期）決算短信添付資料
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